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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　撮像素子と、
　測光時に得られる輝度値に基づいて前記撮像素子の露光感度を算出する第１露光感度設
定状態において、前記算出する露光感度幅の上限値、下限値を設定するために使用される
露光感度幅設定部を有する操作部と、
　前記露光感度幅設定部の操作に対応して、前記露光感度幅の上限値、下限値を設定する
制御部と、
　前記設定された前記露光感度幅の上限値、下限値を、図示する表示部とを備え、
　前記操作部は、前記第１露光感度設定状態と、前記測光時に得られる輝度値に関係なく
前記撮像素子の露光感度を設定する第２露光感度設定状態とを切り替えるために使用され
る操作キーを有し、
　前記第２露光感度設定状態において、前記操作キーは、前記露光感度を設定するために
も使用され、
　前記第１露光感度設定状態において前記操作キーが第１の方向に操作されると、前記第
１露光感度設定状態において設定された前記露光感度幅の上限値が第２露光感度設定状態
における前記露光感度として設定された状態で、前記第２露光感度設定状態に切り替えら
れ、
　前記第１露光感度設定状態において前記操作キーが第２の方向に操作されると、前記第
１露光感度設定状態において設定された前記露光感度幅の下限値が第２露光感度設定状態
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における前記露光感度として設定された状態で、前記第２露光感度設定状態に切り替えら
れることを特徴とする撮像装置。
【請求項２】
　前記図示は、前記上限値の変動に対応して移動する第１端部と、前記下限値に対応して
移動する第２端部とを有し、前記第１、第２端部の間に形成され、前記上限値及び下限値
の変動に応じて移動及び伸縮する露光感度幅表示バーを表示することにより行われること
を特徴とする請求項１に記載の撮像装置。
【請求項３】
　前記制御部は、前記露光感度幅設定部の操作に対応して上昇せしめられる前記露光感度
幅の前記下限値が、前記露光感度幅設定部の前記下限値を上げる操作が行われる前の時点
における前記露光感度幅の前記上限値を上回る場合は、前記露光感度幅設定部の操作を無
効にすることを特徴とする請求項１に記載の撮像装置。
【請求項４】
　前記制御部は、前記露光感度幅設定部の操作に対応して下降せしめられる前記露光感度
幅の前記上限値が、前記露光感度幅設定部の前記上限値を下げる操作が行われる前の時点
における前記露光感度幅の前記下限値を下回る場合は、前記露光感度幅設定部の操作を無
効にすることを特徴とする請求項１に記載の撮像装置。
【請求項５】
　前記露光感度幅設定部は、前記下限値を設定するために使用される第１ダイヤルと、前
記上限値を設定するために使用される第２ダイヤルとを有することを特徴とする請求項１
に記載の撮像装置。
【請求項６】
　前記第１ダイヤルは、前記撮像装置の前面に配置され、前記第２ダイヤルは、前記撮像
装置の背面に配置されることを特徴とする請求項５に記載の撮像装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、撮像装置に関し、特に算出される露光条件の数値幅の設定が可能な撮像装置
に関する。
【背景技術】
【０００２】
　従来、撮像装置において、測光により得られた輝度値などに基づいて、適正露出を得る
ために撮像素子の露光感度を算出する撮像装置が提案されている。
【０００３】
　特許文献１は、算出する露光感度幅を使用者により設定可能な撮像装置撮像装置を開示
する。
【特許文献１】特開２００６－２２２７５７号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　しかし、特許文献１の装置において、露光感度幅など露光条件の数値幅の設定は、操作
キーと、設定中及び設定された数値幅の値を表示する表示部を使って行われるが、数値幅
の上限値、下限値が羅列された表示部から、数値幅を瞬時に確認するのは困難であった。
【０００５】
　したがって本発明の目的は、設定中及び設定された露光条件の数値幅を容易に確認する
ことが可能な撮像装置を提供することである。
【課題を解決するための手段】
【０００６】
　本発明に係る撮像装置は、撮像素子と、測光時に得られる輝度値に基づいて撮像素子の
露光感度を算出する第１露光感度設定状態において、算出する露光感度幅の上限値、下限
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値を設定するために使用される露光感度幅設定部を有する操作部と、露光感度幅設定部の
操作に対応して、露光感度幅の上限値、下限値を設定する制御部と、設定された露光感度
幅の上限値、下限値を、図示する表示部とを備える。
【０００７】
　好ましくは、図示は、上限値の変動に対応して移動する第１端部と、下限値に対応して
移動する第２端部とを有し、第１、第２端部の間に形成され、上限値及び下限値の変動に
応じて移動及び伸縮する露光感度幅表示バーを表示することにより行われる。
【０００８】
　また、好ましくは、制御部は、露光感度幅設定部の操作に対応して上昇せしめられる露
光感度幅の下限値が、露光感度幅設定部の下限値を上げる操作が行われる前の時点におけ
る露光感度幅の上限値を上回る場合は、露光感度幅設定部の操作を無効にする。
【０００９】
　また、好ましくは、制御部は、露光感度幅設定部の操作に対応して下降せしめられる露
光感度幅の上限値が、露光感度幅設定部の上限値を下げる操作が行われる前の時点におけ
る露光感度幅の下限値を下回る場合は、露光感度幅設定部の操作を無効にする。
【００１０】
　また、好ましくは、露光感度幅設定部は、下限値を設定するために使用される第１ダイ
ヤルと、上限値を設定するために使用される第２ダイヤルとを有する。
【００１１】
　さらに好ましくは、第１ダイヤルは、撮像装置の前面に配置され、第２ダイヤルは、撮
像装置の背面に配置される。
【００１２】
　また、好ましくは、操作部は、第１露光感度設定状態と、測光時に得られる輝度値に関
係なく撮像素子の露光感度を設定する第２露光感度設定状態とを切り替えるために使用さ
れる操作キーを有し、第２露光感度設定状態において、操作キーは、露光感度を設定する
ためにも使用される。
【００１３】
　さらに好ましくは、操作キーは第１、第２キーを有し、第１露光感度設定状態において
第１キーの操作が行われると、第１露光感度設定状態において設定された露光感度幅の上
限値が第２露光感度設定状態における露光感度として設定された状態で、第２露光感度設
定状態に切り替えられ、第１露光感度設定状態において第２キーの操作が行われると、第
１露光感度設定状態において設定された露光感度幅の下限値が第２露光感度設定状態にお
ける露光感度として設定された状態で、第２露光感度設定状態に切り替えられる。
【００１４】
　本発明に係る撮像装置は、測光時の露出条件演算において算出される数値について、算
出可能な数値幅の上限値、下限値を設定するために使用される数値幅設定部を有する操作
部と、数値幅幅設定部の操作に対応して、数値幅の上限値、下限値を設定する制御部と、
設定された数値幅の上限値、下限値を、図示する表示部とを備える。
【００１５】
　好ましくは、数値は、測光時に算出されるシャッタ速度、絞り値、露光感度の少なくと
も１つである。
【発明の効果】
【００１６】
　以上のように本発明によれば、設定中及び設定された露光条件の数値幅を容易に確認す
ることが可能な撮像装置を提供することが可能な撮像装置を提供することができる。
【発明を実施するための最良の形態】
【００１７】
　以下、本実施形態について、図を用いて説明する。撮像装置１は、デジタルカメラであ
る。
【００１８】
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　撮像装置１の撮像に関する部分は、操作部１０、制御部３０、撮影部５０、記録部７０
、及び表示部９０を備える（図１参照）。操作部１０は、露出モード選択ダイヤル１１、
露光感度幅設定部としての前面調整ダイヤル１２と背面調整ダイヤル１３、レリーズボタ
ン１４、ファンクションキー１５、十字キー１６、及び決定キー１７を有する（図１～図
３参照）。撮影部５０は、絞りを含むレンズ５１、シャッタ５２、及びＣＣＤなどの撮像
素子５３を有する。情報表示部９０は、光学ファインダ９１、及び第１、第２表示部９２
ａ、９２ｂを有する。
【００１９】
　被写体像は、レンズ５１を介した光学像として、撮像素子５３で撮像される。撮像され
た画像は、第１表示部９２ａに表示され、撮像された画像のデータは記録部７０に記録さ
れる。被写体像の、レンズ５１を介した光学像は、光学ファインダ９１によって光学的に
観察可能である。
【００２０】
　露出モード選択ダイヤル１１は、絞り優先モードなどの露出モードを選択するためのダ
イヤルで、露出モード選択ダイヤル１１を回転させ、ダイヤル指標位置（不図示）に合わ
せられたマークに対応する露出モードが、撮像装置１で設定された露出モードになる。
【００２１】
　前面調整ダイヤル１２は、撮像装置１の前面グリップ部分に配置された電子ダイヤルで
、使用者が撮像装置１を保持した状態で使用者の右手人差し指などを使って回転させるこ
とにより、撮像素子５３の露光感度幅の下限値が設定される。但し、前面調整ダイヤル１
２は、他の調整動作（露出補正設定や、オートブラケット機能におけるコマ数設定、及び
シャッタ速度設定など）に使用されてもよい。
【００２２】
　前面調整ダイヤル１２は、正方向に回転（例えば上から見て右回り）させることにより
、露光感度幅の下限値が上昇せしめられ（ＩＳＯ感度の値が高くなり）、負方向に回転（
例えば上から見て左回り）させることにより、露光感度幅の下限値が下降せしめられる（
ＩＳＯ感度の値が低くなる）。
【００２３】
　背面調整ダイヤル１３は、撮像装置１の背面右側部分に配置された電子ダイヤルで、使
用者が撮像装置１を保持した状態で使用者の右手親指などを使って回転させることにより
、撮像素子５３の露光感度幅の上限値が設定される。但し、背面調整ダイヤル１３は、他
の調整動作（オートブラケット機能における補正幅、絞り値設定等）に使用されてもよい
。
【００２４】
　背面調整ダイヤル１３は、正方向に回転（例えば上から見て左回り）させることにより
、露光感度幅の上限値が上昇せしめられ（ＩＳＯ感度の値が高くなり）、負方向（例えば
上から見て右回り）に回転させることにより、露光感度幅の上限値が下降せしめられる（
ＩＳＯ感度の値が低くなる）。
【００２５】
　但し、前面調整ダイヤル１２の回転に対応して上昇せしめられる露光感度幅の下限値が
、前面調整ダイヤル１２の回転が行われる前の時点における露光感度幅の上限値を上回る
場合、及び背面調整ダイヤル１３の回転に対応して下降せしめられる露光感度幅の上限値
が、背面調整ダイヤル１３の回転が行われる前の時点における露光感度幅の下限値を下回
る場合は、制御部３０により、ダイヤル操作を無効にする制御が行われる。
【００２６】
　撮像素子５３の露光感度幅の上限値、下限値とは、撮像装置１が測光時に得られる輝度
値などに基づいて撮像素子５３の露光感度を算出する第１露光感度設定状態において、制
御部３０が算出する露光感度幅の上限値、下限値をいう。例えば、図５は、露光感度幅が
ＩＳＯ１００からＩＳＯ１６００まで設定可能な撮像素子５３（露光感度の全範囲がＩＳ
Ｏ１００からＩＳＯ１６００の撮像素子５３）において、算出される露光感度幅が、ＩＳ
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Ｏ１００（下限値）からＩＳＯ５６０（上限値）の間に限定される状態を示す。
【００２７】
　制御部３０が算出する露光感度の値が、露光感度範囲内に無い場合（露光感度幅の範囲
内に無い場合）には、適正露出が得られないとして、光学ファインダ９１の露光条件表示
領域（不図示）や、第２表示部９２ｂなどで警告表示が行われる。
【００２８】
　レリーズボタン１４は、半押しすることにより測光スイッチ（不図示）がオン状態にさ
れＡＥセンサ（不図示）による測光やＡＦセンサ（不図示）による測距及び合焦動作が行
われる。
【００２９】
　レリーズボタン１４は、全押しすることによりレリーズスイッチ（不図示）がオン状態
にされ撮像が行われる。撮像により得られた画像データに対応する画像は、第１表示部９
２ａに表示され、画像データは記録部７０に記録される。
【００３０】
　使用者が操作キーとしてのファンクションキー１５、十字キー１６、及び決定キー１７
を操作することにより、撮像素子５３の露光感度幅の上限値、下限値を設定する第１露光
感度設定状態と、固定的な露光感度を設定する第２露光感度設定状態との切り替えが行わ
れる。また、これらのキーを操作することにより、他の機能設定操作（撮像により得られ
た画像データの画像処理または記録に関連する機能設定）が行われても良い。
【００３１】
　ファンクションキー１５は、撮像装置１の背面右下に配置される。十字キー１６は、右
方向キー、左方向キー、上方向キー、下方向キーを有し、決定キー１７を囲む位置関係で
、撮像装置１の背面右側に配置される。十字キー１６は、測光時に得られる輝度値などに
関係なく撮像素子５３の露光感度を固定的に設定する第２露光感度設定状態において、使
用者が露光感度を設定するのに使用される。例えば、図７は、撮像素子５３の露光感度が
、十字キー１６（上方向キー、下方向キー）の操作に基づくカーソルの移動により、ＩＳ
Ｏ１００に固定的に設定される状態を示す。決定キー１７は、前面、背面調整ダイヤル１
２、１３により設定された露光感度幅の上限値、下限値や、十字キー１６により設定され
た露光感度を決定するのに使用される。但し、露光感度幅の上限値、下限値、及び露光感
度は、他の方法（例えば、一定時間、操作しない）によって決定されてもよい。
【００３２】
　制御部３０は、撮像に関する各部の制御、特に、撮像素子５３の露光感度を設定する場
合に、操作部１０の操作に対応して、機能設定を行い、且つ露光感度設定に関する情報表
示を表示部９０に表示する。
【００３３】
　光学ファインダ９１は、使用者の一方の目でのぞき込んで被写体像のレンズ５１を介し
た光学像や、使用者が設定するか測光により算出された露光条件を観察するファインダで
ある。
【００３４】
　第１表示部９２ａは、撮像装置１の背面に配置された表示装置で、撮像により得られた
画像を表示する他、撮像素子５３の露光感度設定に関する情報表示を行う。第２表示部９
２ｂは、撮像装置１の上面に配置された表示装置で、露光条件やホワイトバランスなどの
画像処理や記録に関する機能設定状態を表示する。
【００３５】
　ファンクションキー１５、十字キー１６、及び決定キー１７を操作することにより、第
１表示部９２ａは、露光感度設定に関する情報表示を行う露光感度設定画面（図５～図７
参照）を表示する。第１表示部９２ａに第１露光感度設定状態に対応する露光感度設定画
面を表示させた状態で、前面調整ダイヤル１２、または背面調整ダイヤル１３を回転させ
ることにより、撮像素子５３の露光感度幅の上限値、下限値が調整される。十字キー１６
を操作することにより、第１、第２露光感度設定状態に対応する画面表示の切り替えが行
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われ、また第２露光感度設定状態における露光感度の固定値が調整される。
【００３６】
　露光感度設定画面は、第１露光感度設定状態においては、撮像素子５３の露光感度幅を
文字（数値）と露光感度幅に対応する露光感度幅表示バーで表示し、第１露光感度設定状
態であることを示すマークとしてＡＵＴＯマークを囲む白抜き矩形を表示する（図５、図
６参照）。露光感度幅表示バーは、背面調整ダイヤル１３の操作によって変更される露光
感度幅の上限値に対応して上下動する第１端部（下端部）と、前面調整ダイヤル１２の操
作によって変更される露光感度幅の下限値に対応して上下動する第２端部（上端部）とを
有し、上端部と下端部の間で露光感度幅表示バーを形成する矩形が移動及び伸縮する。こ
れにより、露光感度幅の大きさを文字と合わせて瞬時に視覚的に認識することが可能にな
る。図６は、図５の状態に比べて、露光感度幅の上限値がＩＳＯ５６０からＩＳＯ４００
に変更された状態を示す。
【００３７】
　第１露光感度設定状態において、十字キー１６が操作されると、第２露光感度設定状態
に切り替えられ、露光感度設定画面は、第２露光感度設定状態に対応する画面（図７参照
）に切り替えられる。上方向キーの押下によって第２露光感度設定状態に切り替えられた
場合は、第１露光感度設定状態において設定された露光感度幅の上限値が第２露光感度設
定状態における露光感度として設定された状態（カーソルが上限値に対応する位置に設定
された状態）で、第２露光感度設定状態に切り替えられる。下方向キーの押下によって第
２露光感度設定状態に切り替えられた場合は、第１露光感度設定状態において設定された
露光感度幅の下限値が第２露光感度設定状態における露光感度として設定された状態（カ
ーソルが下限値に対応する位置に設定された状態）で、第２露光感度設定状態に切り替え
られる（例：下方向キーが押下されると図６の状態から図７の状態に切り替えられる）。
【００３８】
　本実施形態では、使用者により設定される露光感度幅を示す露光感度幅表示バーが縦方
向の伸縮する形態を説明するが、横方向に伸縮する形態であってもよい。
【００３９】
　露光感度設定画面は、第２露光感度設定状態においては、撮像素子５３の露光感度を文
字と露光感度に対応する点（矩形形状の点、カーソル）で表示する（図７参照）。露光感
度に対応する点（カーソル）は、十字キー１６（上方向キー、下方向キー）の操作によっ
て変更される露光感度に合わせて移動する。露光感度に対応する点（カーソル）は、第１
露光感度設定状態において表示される露光感度幅表示バーのように伸縮しないため、第１
、第２露光感度設定状態の違いを瞬時に把握することが可能になる。第２露光感度設定状
態においては、ＡＵＴＯマークを囲む白抜き矩形を表示しない。露光感度に対応する点（
カーソル）が、十字キー１６（上方向キー、下方向キー）の操作により、ＡＵＴＯマーク
に移動せしめられると、第１露光感度設定状態に切り替えられ、露光感度設定画面は、第
１露光感度設定状態に対応する画面（図５、６参照）に切り替えられる。
【００４０】
　露光感度設定画面上に表示された露光感度幅表示バーを見ながら、前面、背面調整ダイ
ヤル１２、１３を回転させることにより露光感度幅の下限値、上限値が調整される本実施
形態は、露光感度幅を視覚的に認識しやすく、容易に設定できるメリットを有する。露光
感度幅の上限値、下限値を図示する形態は、露光感度幅表示バーを使ったものに限らず、
円グラフ表示など他の形態であってもよい。
【００４１】
　次に、第１露光感度設定状態における露光感度幅の上限値と下限値、及び第２露光感度
設定状態における露光感度が設定される流れを図４のフローチャートを用いて説明する。
ファンクションキー１５、十字キー１６、及び決定キー１７によって、第１表示部９２ａ
に露光感度設定画面が表示する操作が行われると、ステップＳ１０で、第１露光感度設定
状態にされているか否かが判断される。第１露光感度設定状態にされている場合は、ステ
ップＳ１１に進められ、されていない場合（第２露光感度設定状態にされている場合）は
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、ステップＳ２９に進められる。前回、露光感度設定が行われた時に、測光時に得られた
輝度値に基づく露光感度の算出が選択（露光感度幅の上限値、下限値が手動設定）された
場合は、第１露光感度設定状態にされており、測光時に得られた輝度値に関係なく露光感
度が手動設定された場合は、第２露光感度設定状態にされている。
【００４２】
　ステップＳ１１で、第１表示部９２ａが第１露光感度設定状態に対応する画面、すなわ
ち露光感度幅の上限値、下限値を設定するための露光感度設定画面を表示する。
【００４３】
　ステップＳ１２で、前面調整ダイヤル１２、または背面調整ダイヤル１３が操作された
か否かが判断される。一定時間、前面調整ダイヤル１２、または背面調整ダイヤル１３が
操作されず、且つ十字キー１６も操作されない場合や、決定キー１７が操作された場合に
は、ステップＳ１３で、露光感度設定が終了される。
【００４４】
　前面調整ダイヤル１２、または背面調整ダイヤル１３が操作された場合は、第１露光感
度設定状態であるとして、ステップＳ１４に進められる。前面調整ダイヤル１２、及び背
面調整ダイヤル１３が操作されず、十字キー１６が操作された場合は、第２露光感度設定
状態であるとして、ステップＳ２９に進められる。
【００４５】
　ステップＳ１４で、ダイヤル操作されたのが、前面調整ダイヤル１２であるか否かが判
断される。前面調整ダイヤル１２が操作された場合は、露光感度幅の下限値が調整された
として、ステップＳ１５に進められる。背面調整ダイヤル１３が操作された場合は、露光
感度幅の上限値が調整されたとして、ステップＳ２２に進められる。
【００４６】
　ステップＳ１５で、前面調整ダイヤル１２が正方向に回転せしめられたか否かが判断さ
れる。正方向に回転せしめられた場合は、露光感度幅の下限値を上げる調整が行われたと
して、ステップＳ１６に進められ、負方向に回転せしめられた場合は、露光感度幅の下限
値を下げる調整が行われたとして、ステップＳ１９に進められる。
【００４７】
　ステップＳ１６で、前面調整ダイヤル１２の正方向の回転に対応して露光感度幅の下限
値を上げた場合に、前面調整ダイヤル１２の正方向の回転が行われる前の時点における露
光感度幅の上限値と同じになるか否かが判断される。同じでない場合はステップＳ１７で
、露光感度幅の下限値が一段階上げられ、ステップＳ１２に戻される。すなわち、第１表
示部９２ａに表示された露光感度設定画面における露光感度幅表示バーが一段階短くされ
る。同じである場合は、ステップＳ１８に進められ、前面調整ダイヤル１２の正方向の回
転に対応する露光感度幅の下限値を上げる操作は行われずに（ダイヤル操作を無効にする
制御が行われ）、ステップＳ１２に戻される。
【００４８】
　ステップＳ１９で、前面調整ダイヤル１２の負方向の回転が行われる前の時点における
露光感度幅の下限値が既に設定可能な露光感度の最小値であるか否かが判断される。最小
値でない場合は、ステップＳ２０で、露光感度幅の下限値が一段階下げられ、ステップＳ
１２に戻される。すなわち、第１表示部９２ａに表示された露光感度設定画面における露
光感度幅表示バーが一段階長くされる。最小値である場合は、ステップＳ２１に進められ
、前面調整ダイヤル１２の負方向の回転に対応する露光感度幅の下限値を下げる操作は行
われずに（ダイヤル操作を無効にする制御が行われ）、ステップＳ１２に戻される。
【００４９】
　ステップＳ２２で、背面調整ダイヤル１３が正方向に回転せしめられたか否かが判断さ
れる。負方向に回転せしめられた場合は、露光感度幅の上限値を下げる調整が行われたと
して、ステップＳ２３に進められ、正方向に回転せしめられた場合は、露光感度幅の上限
値を上げる調整が行われたとして、ステップＳ２６に進められる。
【００５０】
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　ステップＳ２３で、背面調整ダイヤル１３の負方向の回転に対応して露光感度幅の上限
値を下げた場合に、背面調整ダイヤル１３の負方向の回転が行われる前の時点における露
光感度幅の下限値と同じになるか否かが判断される。同じでない場合はステップＳ２４で
、露光感度幅の上限値が一段階下げられ、ステップＳ１２に戻される。すなわち、第１表
示部９２ａに表示された露光感度設定画面における露光感度幅表示バーが一段階短くされ
る。同じである場合は、ステップＳ２５に進められ、背面調整ダイヤル１３の負方向の回
転に対応する露光感度幅の上限値を下げる操作は行われずに（ダイヤル操作を無効にする
制御が行われ）、ステップＳ１２に戻される。
【００５１】
　ステップＳ２６で、背面調整ダイヤル１３の正方向の回転が行われる前の時点における
露光感度幅の上限値が既に設定可能な露光感度の最大値であるか否かが判断される。最大
値でない場合は、ステップＳ２７で、露光感度幅の上限値が一段階上げられ、ステップＳ
１２に戻される。すなわち、第１表示部９２ａに表示された露光感度設定画面における露
光感度幅表示バーが一段階長くされる。最大値である場合は、ステップＳ２８に進められ
、背面調整ダイヤル１３の正方向の回転に対応する露光感度幅の上限値を上げる操作は行
われずに（ダイヤル操作を無効にする制御が行われ）、ステップＳ１２に戻される。
【００５２】
　ステップＳ２９で、第１表示部９２ａの表示が第２露光感度設定状態に対応する画面、
すなわち露光感度を固定的に設定するための露光感度設定画面を表示する。上方向キーの
押下によって第２露光感度設定状態に切り替えられた場合は、第１露光感度設定状態にお
いて設定された露光感度幅の上限値が第２露光感度設定状態における露光感度として設定
された状態で、第２露光感度設定状態に切り替えられる。下方向キーの押下によって第２
露光感度設定状態に切り替えられた場合は、第１露光感度設定状態において設定された露
光感度幅の下限値が第２露光感度設定状態における露光感度として設定された状態で、第
２露光感度設定状態に切り替えられる。その後、上方向キー、下方向キーの押下により、
第２露光感度設定状態における露光感度は変更せしめられる。
【００５３】
　ステップＳ３０で、十字キー１６（の上下方向キー）が操作されることにより、カーソ
ルが、固定値が表示された領域に移動せしめられたか否かが判断される。移動せしめられ
た場合は、操作に応じて露光感度の値が変更せしめられ、ステップＳ３１で、変更された
露光感度の値が反映され、再度第２露光感度設定状態に対応する画面表示が行われ、ステ
ップＳ３０に戻される。カーソルが、固定値が表示された領域を超えて“ＡＵＴＯ”と表
示された領域に移動せしめられると、ステップＳ３２で、第１表示部９２ａの表示が第２
露光感度設定状態に対応する画面から、第１露光感度設定状態に対応する画面、すなわち
露光感度幅の上限値、下限値を設定するための表示画面に切り替えられ、ステップＳ１２
に戻される。
【００５４】
　なお、第２露光感度設定状態における撮像素子５３の露光感度を固定的に設定する場合
、露光感度の固定値は、撮像素子５３が有する露光感度幅の全範囲内で設定されてもよい
し、第１露光感度設定状態において設定された露光感度幅の上限値、下限値の範囲内で設
定されてもよい。
【００５５】
　本実施形態では、測光時に算出される露光感度幅の上限値、下限値を調整する形態を説
明したが、数値幅の上限値、下限値の調整は露光感度幅に限られず、シャッタ速度や絞り
値であってもよい。
【図面の簡単な説明】
【００５６】
【図１】本実施形態における撮像装置の構成図である。
【図２】撮像装置の正面側から見た斜視図である。
【図３】撮像装置の背面側から見た斜視図である。
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【図４】露光感度幅の上限値と下限値、及び露光感度が設定される流れを示すフローチャ
ートである。
【図５】第１表示部の表示内容で、露光感度幅の上限値を下げる前の状態を示す図である
。
【図６】第１表示部の表示内容で、露光感度幅の上限値を下げた後の状態を示す図である
。
【図７】第１表示部の表示内容で、露光感度を設定する状態を示す図である。
【符号の説明】
【００５７】
　１　撮像装置
　１０　操作部
　１１　露出モード選択ダイヤル
　１２　前面調整ダイヤル
　１３　背面調整ダイヤル
　１４　レリーズボタン
　１５　ファンクションキー
　１６　十字キー
　１７　決定キー
　３０　制御部
　５０　撮影部
　５１　レンズ
　５２　シャッタ
　５３　撮像素子
　７０　記録部
　９０　表示部
　９１　光学ファインダ
　９２ａ、９２ｂ　第１、第２表示部
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